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令和６年５月７日 

質 疑・回 答 書 

（１／４） 

件 

名 

（仮称）我孫子市湖北消防署湖北消防署庁

舎等新築本体工事 

発注番号 ２４３１９ 

発注主管

課名 
消防本部総務課 

質      疑 回     答 

１ 仮設事務所は敷地内に設置という考

えでよろしいでしょうか。またその場

合、外構工事段階で事務所機能を建物内

へ移し、一部使用できるのでしょうか。 

 

 

 

 

 

２ 空気測定の範囲ですが、全居室と記載

ありますが、詳細な箇所数教えてくださ

い。例えば仮眠室１～２４すべての居室

が対象かどうか。 

 

３ Ａ－１１３・１１４図にて、緊急脱出

板・引上救助板がフレキシブルボードｔ

２７と記載ありますがこの仕様で間違

いないでしょうか？規制品はないため

張り合せで２７ｍｍでしょうか。（参考

重量※引き上げ救助１，２００Ｋｇ緊急

脱出６００Ｋｇ 緊急脱出（大） 

３，０００Kg） 

 

４ Ａ－１３２・１３３・１３７・１３８

図ではＢＹ２～ＢＹ３間が５，９３０で

すが、Ａ－１３４図構造図では５，９４

０と相違がございます。構造図を正と考

えてよろしいでしょうか？ 

 

 

 

 

 

１ 仮設事務所設置場所についてお見

込みのとおりです。事務所・車庫棟

及び自家給油施設は部分引渡しとな

ります。部分引渡し後は、事務所機

能を建物内へ移すことはできない想

定でいます。その他の移設場所につ

いては実施工程等を考慮し現場協議

とします。 

 

２ 仮眠室は１～２箇所を想定してい

ます。仮眠室を含め全体で１５箇所

程度を想定していますが、採取箇所

については現場協議とします。 

 

３ 耐水合板ｔ＝１２+フレキシブル

ボードｔ＝１６.５の張り合せとし

ます。 

 

 

 

 

 

 

４ ５，９４０ｍｍを正とします。 
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（２／４） 

５ Ａ－１４３図、煙道の脱出台 

（２，５００）は記載ありますが、侵

入台（３，０００）の記載ありません。

無しでよろしいでしょうか。また、底

面パネコート１２ｍｍ突付貼りは微

妙に段差が生じますが、よろしいでし

ょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ Ａ－１３５・１５０図にて、ロープ

支持金物の納まりですが、アンカーボ

ルト仕様・現場溶接等どのようなお考

えでしょうか。 

 

７ Ａ－０１３ 位置図に本体工事場

所南側の道路を挟んだ場所に工事関

係駐車場とありますが、現場事務所の

設置も可能でしょうか。 

 

 

 

 

 

８ Ａ－０１４ 敷地北東の角の電柱

については、移設計画ありと明記され

ていますが、その他、西側、北側敷地

廻りの電柱は設計図書に記載がない

ため、工事との関連が不明です。工事

着手前に移動もしくは撤去となるで

しょうか。 

 

９ 種々の指定工法、材種指定がありま

すが、同等扱いできるものに変更は可

と考えてよろしいでしょうか？ 

 

 

５ 侵入台・脱出台は次のものを含みま

す。 

障害突破訓練用入口台 

２，０００Ｗ×２，０００Ｌ 

障害突破訓練用出口台 

９００Ｗ×２，０００Ｌ 

ほふく救助訓練用入口台 

９００Ｗ×３，０００Ｌ 

ほふく救助訓練用要救助者待機台 

９００Ｗ×２，５００Ｌ 

ほふく救助訓練用用具置き台 

１，８００Ｗ×７５０Ｈ×９００Ｄ 

底面パネコート１２ｍｍ突付貼りに

ついては、現場協議とします。 

 

６ 双方とも小梁へのボルト固定とし

ます。（Ａ－１３５に図示のとおり） 

 

 

 

７ 南側敷地造成工事の完了後（令和６

年１１月２９日を予定）から、現場事

務所の設置も可能ですが、令和７年度

に分団器具庫工事及び防災倉庫工事

を予定しているため、工事間で調整が

必要となります。その他の移設場所に

ついては実施工程等を考慮し現場協

議とします。 

 

８ 当該北東角のものを含め、西側・北

側及び東側にあった電柱は本工事計

画に合わせて敷地内へ移設したもの

となります。 

よって、現況のままとして工事を行

います。 

 

 

９ 同等品等の扱いについては、書類の

提出をもって判断します。 
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（３／４） 

10 Ａ－０２９ 図面で地下ピット天

井に押出法ポリスチレンフォームｔ

３０の記入がありますが、内訳書Ｐ５

２ではポリスチレンフォーム打ち込

みがありません。追加の項目でしょう

か？ 

また、屋根スラブ下に押出法ポリス

チレンフォーム ア５０打ち込みと

ありますが、内訳書Ｐ－８６では天井

発砲ウレタン吹付Ａ種１ ｔ２５と

なっています。発泡ウレタン吹付とし

てよろしいでしょうか？ 

 

11 Ａ－３０ 内訳書Ｐ１２９にトロ

リチェーンブロックとありますが仕

様がわかりません。以下使用としてよ

ろしいでしょうか？ 

電動 ＥＱＭ００４ＩＳ－ＩＳ（伊藤

電機） 

揚程７ｍ 押鉛コード長さ５ｍ 

巻き上げ機の給電ケーブル長さ４ｍ 

給電ケーブル取付方法 メッセンジ

ャーワイヤー使用 

また、取付けレール 

Ｈ－２００＊１００＊７＊１０とあ

りますが、同寸法の 

Ｉ－２００＊１００＊７＊１０とし

てよろしいでしょうか？ 

 

12 Ｓ－０１６、Ｓ－０１７ 地盤改良

工事で、杭頭レベルが深いため打設時

に杭頭成形ができない改良工事があ

ります。杭頭処理は根切時と考え、項

目を追加と考えてよろしいでしょう

か？ 

 

13 Ａ－１４４ 手動安全ネット詳細

図にサルベージシートの記入があり

ますが、低層棟１・２の内訳書にはあ

りません。内訳書Ｐ１６７低層棟１－

２間安全ネットに含まれるのでしょ

うか？ 

10 図示を正とし、地下ピット天井に

押出法ポリスチレンフォームｔ＝３

０を、屋根スラブ下に押出法ポリス

チレンフォームｔ＝５０を打込みと

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 Ａ－０１８仕上表下段のメーカー

リストに記載のとおり、ＥＱＭ００

４ＩＳ－ＩＳ〔㈱キトー〕が同等品

であり、揚程６ｍ、ボタンコード６

ｍ、給電ケーブル１０ｍとなります。 

給電ケーブルの取付方法及び取付け

レールについては、お見込みのとおり

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 杭頭処理は根切時とし、詳細につ

いては現場協議とします。 

 

 

 

 

 

13 サルベージシートの設置について

は現場協議とします。 
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（４／４） 

14 Ａ－０３１、Ａ－０５２ Ａ－０３

１図Ｘ⑥―Ｘ⑦間の１階に軒天井が

あるようになっていますが、０５２図

ではコンクリート打ち放し仕上げで

す。Ａ－０５２図を正としてよろしい

でしょうか。 

 

15 Ａ－１１８ Ａ－１１８図では、４

階暗所訓練室の天井下地材がステン

レスＬＧＳ１９形となっていますが、

内訳書Ｐ－２０３では１９形としか

ありません。 

一般軽量天井材ＬＧＳ１９形でよろ

しいでしょうか。 

 

16 Ａ－０９２、Ａ－１０１ 庁舎棟 

食堂・厨房のキッチンカウンターです

が、内訳書Ｐ９２に見当たりません。

追加項目と考えてよろしいでしょう

か？ 

14 Ａ－０３１を正とします。ＬＧＳ下

地ケイ酸カルシウム板ｔ＝６目透か

し貼ＥＰとします。 

 

 

 

 

15 お見込みのとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

16 キッチンカウンターの設置につい

ては現場協議とします。 

 


